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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
９
４
５
年
に
戦
争
が

終
結
し
て
か
ら
70
年
目
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
70
年
の

長
き
に
亘
っ
て
全
く
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は

我
が
国
の
歴
史
に
と
っ
て
も
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
の
結
果
と
し
て
我
が
国
は

見
事
な
発
展
を
遂
げ
、
医
療
の
面

の
進
歩
も
著
し
く
、
平
均
寿
命
は

80
才
台
に
達
す
る
迄
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
も
昨
年
後
期
高
齢
者
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。
団
塊
世
代
が

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
て

く
る
こ
と
に
よ
り
、
２
０
２
５
年

ま
で
こ
の
増
加
は
続
く
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
医
療
が
ど
の

よ
う
に
こ
の
問
題
に
対
処
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の

重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
私
個
人
と
し
て
思
う
の
は
何

ら
か
の
生
き
た
証
し
を
残
し
て
如

何
に
上
手
に
こ
の
世
に
別
れ
を
告

げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
と
い
う

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
70
年
、
平
和
憲
法
の
下
で

着
実
に
発
展
し
て
き
た
日
本
は
科

学
技
術
の
面
で
も
見
事
な
進
歩
を

遂
げ
ま
し
た
。
昨
年
はLED

の

発
見
で
日
本
人
３
人
が
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

れ
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
合
計

22
人
に
な
り
ま
し
た
。
米
英
独
仏

に
次
ぐ
数
で
す
。
２
０
０
０
年
代

初
め
に
科
学
技
術
基
本
計
画
に
、

２
０
５
０
年
迄
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
を
30
人
に
す
る
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
誰
も
が
こ
れ
は
書
き

す
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
多
分
30
人
を
超
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
赤

崎
教
授
ら
の
受
賞
研
究
は
１
９
０
０

年
代
後
半
の
基
礎
的
な
研
究
成
果

に
よ
る
も
の
で
す
。
国
はLED

や

iPS

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
例
に
挙

げ
、
実
用
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

創
薬
や
再
生
医
療
の
研
究
を
、
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
応
用

を
目
指
す
よ
う
な
短
視
眼
的
な
研

究
か
ら
は
大
き
な
成
果
は
出
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

年
の
初
め
に
あ
た
っ
て
、
大
阪

大
学
医
学
部
や
病
院
、
関
連
の
研

究
施
設
や
病
院
か
ら
素
晴
ら
し
い

成
果
の
出
て
く
る
こ
と
、
若
い
学

友
会
会
員
や
学
生
が
成
長
し
素
晴

ら
し
い
人
材
が
次
々
と
出
て
く
る

こ
と
、
そ
し
て
後
期
高
齢
者
に

な
っ
た
私
も
含
め
て
学
友
会
会
員

が
元
気
に
そ
れ
を
応
援
で
き
る
こ

と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ

戦
後
70
年
目
の
新
年
を
迎
え
て

理
事
長

岸 

本  

忠 

三

画
題

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　

絵
を
習
い
始
め
て
か
れ
こ
れ
30
年
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
花
に
は
興
味
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
か
ら
油
絵
と
進
む
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
の
花
の
表
情
や
隠
さ
れ

た
色
彩
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
の
せ
る
楽
し
み
が
出
て
き
ま
し
た
。

 

島
田
憲
次　
（
昭
47
）
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地域医療の課題とその対策
　

平
成
26
年
度
の
医
学
振
興
銀
杏

会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
10

月
31
日
（
金
）
銀
杏
会
館
の
阪
急
・

三
和
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
各

関
連
病
院
代
表
と
い
っ
た
方
々
が

多
数
参
加
さ
れ
た
。

　

定
刻
に
開
会
。
早
石
雅
宥
副
理

事
長
（
昭
42
）
の
司
会
で
岸
本
忠

三
理
事
長
（
昭
39
）
が
開
会
の
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
澤
芳
樹
医
学
系
副
研

究
科
長
（
昭
55
）
が
挨
拶
、
野
口

眞
三
郎
副
病
院
長
（
昭
55
）
が
阪

大
病
院
の
現
状
を
報
告
し
た
。
続

い
て
、
こ
の
１
年
間
に
医
学
部
に

就
任
し
た
新
教
授
、
坂
田
泰
史
先

生
（
平
５
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
現
在
最
も
関
心
の
深

い｢

認
知
症
診
療
の
進
歩
と
地
域

医
療
連
携｣

を
テ
ー
マ
に
、
荻
原

俊
男
副
理
事
長
（
昭
43
、
森
ノ
宮

医
療
大
学　

学
長
、
阪
大
名
誉
教

授
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
鳥
羽
研
二
先
生
（
昭
53
・
東

大
医
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー　

総
長
）
に
よ
る
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
谷
口
典
男
先

生
（
昭
54
、
浅
香
山
病
院　

精
神

科
院
長
）、
工
藤
喬
先
生
（
昭
61

・
大
阪
医
大
、
阪
大
教
授　

保
健

セ
ン
タ
ー
精
神
科
）
に
よ
る
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
発
言
お
よ
び
参
加
者

に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
た
。

◇

　

鳥
羽
先
生
の
基
調
講
演
要
旨

は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

認
知
症
と
予
備
軍
８
０
０
万
人

時
代
を
迎
え
、
本
邦
で
は
医
療
と

介
護
の
総
力
で
対
処
す
る
必
要
が

再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

認
知
症
の
方
の
半
数
は
「
身
近

な
か
か
り
つ
け
医
に
み
て
も
ら
い

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専

門
医
療
機
関
は
待
ち
日
数
も
長

く
、
診
断
治
療
ケ
ア
の
す
べ
て
の

面
で
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
は

増
す
ば
か
り
だ
。
ま
ず
は
患
者
さ

ん
と
の
出
会
い
が
重
要
だ
。
初
め

て
に
せ
よ
、
生
活
習
慣
病
で
見
て

い
た
人
に
認
知
症
の
疑
い
が
出
た

に
せ
よ
、「
認
知
症
の
疑
い
」
の

本
人
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
十
分
感

じ
、「
こ
の
お
医
者
さ
ん
な
ら
任

せ
ら
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
信
頼
関

係
を
強
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
い

き
な
り
記
憶
力
検
査
な
ど
を
せ

ず
、
ま
ず
は
体
の
こ
と
や
、
最
近

の
生
活
ぶ
り
な
ど
じ
っ
く
り
聞
い

て
、
身
体
的
に
困
っ
て
い
る
こ
と

を
く
ま
な
く
解
決
し
た
い
。
眼
、

関
節
、
皮
膚
な
ど
、
専
門
医
で
な

く
て
も
解
決
で
き
る
も
の
に
も
、

か
か
り
つ
け
医
は
対
応
し
た
い
。

総
合
内
科
に
こ
の
よ
う
な
素
養
を

身
に
つ
け
た
学
問
が
老
年
医
学
で

あ
る
。

　

患
者
家
族
か
ら
の
質
問
に
「
大

丈
夫
で
す
」
と
応
え
ら
れ
る
知
識

と
情
報
準
備
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇

　

基
調
講
演
な
ら
び
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
発
言
お
よ
び
参
加
者
に

よ
る
討
論
の
要
旨
は
、
本
年
度
会

費
を
納
入
済
み
の
方
に
は
同
封
し

て
い
る｢

学
友
会
会
誌｣

に
掲
載

し
て
い
る
の
で
ご
高
覧
下
さ
い
。

 

早
石
雅
宥
（
昭
42
）

講演　鳥羽研二先生

荻原俊男先生
コーディネーター

谷口典男先生
コメンテーター

工藤　喬先生
コメンテーター
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＜平成26年度　秋　叙勲と受賞＞
瑞宝中綬章　　　　　　森脇　要先生（昭36）
旭日双光章　　　　　　青山　喬先生（昭43）
慶應医学賞　　　　　　濱田博司先生（昭50・岡山大医）
救急医療功労者　　　　大阪市長感謝状　嶋津岳士先生（昭55）
救急医療功労者　　　　総務大臣表彰　横田順一朗先生（昭51）
武田医学賞　　　　　　高井義美先生（昭49・神戸大医）
日本医師会最高優功賞　三上裕司先生（昭49）

＜叙位＞
正四位　故藤田尚男先生（昭28・京府医大）
（平成26年8月27日ご逝去）

＜寄附御礼＞
当会の公益目的事業へご寄附をいただき、誠に有難うございました。
平成26年8月12日　
　会員ご遺族様より、金一封をご寄附頂きました。
平成26年10月28日
　会員様より匿名にて、金一封をご寄附頂きました。

※公益社団法人への移行に伴い、平成23年４月１日より当会へのご寄
　附は、個人・法人とも税金控除の対象となります。詳細に関しては、
　当会事務局までお問い合わせください。

　医学系研究科では、独立准教授（任期制）の制度を平成 19 年度より導入し、スペースと資金
を提供して次世代を担う教授候補を育成して参りました。すでに妻木範行教授（京大）、高島成
二教授（本学）、河原行郎教授（本学）を輩出しております。現在は、ゲノム修復機構を研究し
ている中田慎一郎准教授が活躍中ですが、今回新たに、記憶の分子機構を解明している松尾直毅
准教授を迎えることになりました。新たな研究領域を本研究科に導入してくれることと思います。
また教育では、文科省のプロジェクトの一環として、健康・医療イノベーションに関する教育、
研究を行う国際・未来医療学講座を設置しました。これは本学で初の特定講座と命名され、健康・
医療イノベーション学を全学部生に提供いたします。将来の医学、医療を支える多彩な人材が様々
な分野から育つことを期待しています。附属病院の未来医療開発部には国際医療センターが設置
され医療の国際展開を推進していますが、その国際的な認知度も高くなっています。それととも
に国際学術交流協定校も実質的に見直しており、学生交流（グローニンゲン大学、サラワク大学
など）、研究者交流（カロリンスカ大学、サンクトペテルブルグ大学）、医療面での協力（カター
ルハマド病院）など、それぞれに特徴づけた協定を結ぶように致しました。海外からの訪問者も
ますます多くなり、その方々にアピールするための冊子やプロモーションビデオの作成に加え、
今回新たに医学部医学科、医学系研究科のロゴマーク（下図）を決定し、それを入れこんだクリ
スタルの記念品も作成しております。先日は、本学の名誉教授より医学研究科に対してご寄附を
賜りましたので、感謝状とクリスタルの記念品を贈呈し、お名前を冠した基金として教育、研究
に使わせて頂くことにいたしました。改めて感謝申し上げます。

医学部長通信 第２回 金田安史（昭 55） 

次期役員
選挙につ
いて

次
期
役
員
候
補
と
な
っ
た
会
員
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

同
封
別
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。
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ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
自
分
を
食
べ

る
」
と
い
う
意
の
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
は
、
自
己
成
分
の
分
解
・
再

利
用
を
行
う
た
め
に
全
真
核
細
胞

が
備
え
る
細
胞
内
大
規
模
分
解
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
で
は
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ゴ
ソ
ー

ム
と
呼
ば
れ
る
膜
オ
ル
ガ
ネ
ラ
が

新
規
に
形
成
さ
れ
、
細
胞
質
や
オ

ル
ガ
ネ
ラ
の
一
部
を
囲
い
込
み
、

そ
こ
に
消
化
酵
素
を
内
蔵
す
る
リ

ソ
ソ
ー
ム
が
融
合
し
分
解
が
起
こ

る
。
飢
餓
時
に
亢
進
し
サ
バ
イ
バ

ル
に
必
要
な
栄
養
源
確
保
に
働
く

こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

近
年
に
は
、
細
胞
成
分
の
代
謝
回

転
と
有
害
物
除
去
に
よ
り
細
胞
を

健
全
な
状
態
に
保
っ
て
い
る
こ
と

も
判
っ
て
き
た
。
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
の
欠
損
は
、神
経
変
性
疾
患
、

Ⅱ
型
糖
尿
病
、
発
が
ん
、
心
不
全
、

ク
ロ
ー
ン
病
、
炎
症
性
疾
患
、
感

染
症
、
ミ
オ
パ
シ
ー
な
ど
多
岐
に

亘
る
疾
患
の
発
症
に
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
は
、
発
生
・
分
化
、
免
疫
、

寿
命
延
長
な
ど
に
も
関
わ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

極
め
て
重
要
な
細
胞
機
能
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
最
近
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
関
連
遺
伝
子
の
変
異
に

よ
る
遺
伝
疾
患
が
、Vici

症
候
群

な
ど
幾
つ
か
見
つ
か
っ
て
い
る
。

一
方
で
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
サ
バ

イ
バ
ル
機
能
が
、
が
ん
細
胞
の
転

移
・
浸
潤
・
増
殖
を
助
け
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
、
米
国
で
は
抗
が

ん
剤
と
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
阻
害
剤

の
併
用
療
法
の
治
験
も
開
始
さ
れ

て
い
る
。

　

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
分
野
は
、

１
９
６
３
年
に
は
公
式
の
場
で

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
い
う
言
葉
が

既
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
分

子
レ
ベ
ル
の
解
析
が
進
ま
ず
永
く

未
開
の
地
と
し
て
取
り
残
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
状
況
は
、
１
９
９
３

年
の
大
隅
良
典
教
授（
現
東
工
大
）

ら
に
よ
る
酵
母
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

関
連
遺
伝
子
群ATG

の
同
定
に

よ
り
一
変
し
、
そ
の
後
日
本
を
中

心
に
予
想
も
し
な
か
っ
た
発
展
を

遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
一
翼
を
担

い
、
哺
乳
類
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の

分
子
機
構
と
疾
患
と
の
関
係
の
解

明
を
進
め
て
き
た
。
本
分
野
に
お

け
る
個
人
別
論
文
総
被
引
用
数

は
、
私
を
含
め
た
日
本
人
が
５
位

ま
で
を
占
め
て
お
り
、
ト
ム
ソ
ン

ロ
イ
タ
ー
社
が
今
年
発
表
し
た

「
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
科

学
者
」
の
生
化
学
・
生
物
学
分
野

で
選
ば
れ
た
日
本
人
６
人
（
世
界

で
は
２
０
０
人
弱
）
の
う
ち
３
人

は
私
を
含
む
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
研

究
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本

分
野
は
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
が
、
病
態
と
の
関
わ
り
が

明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
研
究
競
争

は
激
化
し
て
お
り
、欧
米
や
中
国
・

韓
国
の
猛
追
を
受
け
て
い
る
。
日

本
が
今
の
地
位
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
な
お
一
層
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
。　

　

今
後
は
臨
床
応
用
を
見
据
え
た

研
究
が
潮
流
と
な
ろ
う
。
私
の
研

究
室
も
、
医
学
系
研
究
科
の
ご
支

援
に
よ
り
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、 〝
オ
ー

ト
フ
ァ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
〞 

を
今
年

度
中
に
設
置
し
８
つ
の
診
療
科
と

の
共
同
研
究
を
鋭
意
展
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

遺
伝
学

 

吉
森
　
保
（
昭
56
・
阪
大
理
）

細胞の守護者オートファジー
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少
子
化
対
策
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
。
現
在
の
特
殊
合
計
出
生
率
が

続
く
と
驚
く
べ
き
早
さ
で
人
口
減

少
が
進
み
、
日
本
人
は
や
が
て
地

球
上
で
パ
ン
ダ
か
朱
鷺
の
よ
う
に

な
る
。
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
。

こ
の
数
年
間
大
阪
府
下
で
は
毎
年

１
０
０
０
人
の
新
生
児
が
「
消
え

て
」
い
る
。
大
阪
府
下
全
体
で
毎

年
小
学
校
の
新
入
生
30
ク
ラ
ス
分

の
子
供
が
消
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
未
婚
女
性
の
結
婚
希
望
率

89
・
4
％
、
既
婚
夫
婦
の
理
想
子

供
数
は
2
・
42
人
、
し
か
し
現
実

は
結
婚
し
な
い
、
あ
る
い
は
で
き

な
い
若
者
も
多
い
。
体
外
受
精
の

技
術
を
用
い
て
産
ま
れ
る
子
供
は

年
々
増
え
て
い
る
が
そ
れ
で
も
全

出
生
の
3
％
程
度
で
あ
る
。
20
〜

30
代
女
性
の
未
婚
率
を
改
善
し
、

1
人
子
供
を
作
っ
た
カ
ッ
プ
ル
に

も
う
1
〜
2
人
作
る
気
に
な
っ
て

も
ら
う
方
が
話
は
早
い
。
子
供
を

持
た
な
い
理
由
に
将
来
の
経
済
的

不
安
と
、
現
実
に
女
性
に
ふ
り
か

る
。
思
い
切
っ
て
分
娩
場
所
と
そ

れ
以
外
の
産
前
・
産
後
ケ
ア
を
分

離
し
て
大
規
模
分
娩
施
設
を
1
時

間
以
内
に
到
達
で
き
る
中
核
病
院

に
配
置
、
そ
れ
以
外
の
近
く
の
自

治
体
病
院
は
妊
婦
健
診
を
行
い
、

産
後
ケ
ア
入
院
が
で
き
て
、
そ
の

ま
ま
育
児
支
援
も
受
け
る
形
に
特

化
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
自
治

体
の
責
任
は
妊
娠
・
育
児
へ
の
経

済
的
、
肉
体
的
、
精
神
的
支
援
で

あ
り
、
出
産
は
広
域
地
域
が
責
任

を
持
つ
、
と
い
う
形
は
す
で
に
先

進
国
で
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
お
な
か
の

大
き
な
女
性
が
病
院
待
合
室
に
た

く
さ
ん
い
る
光
景
を
ど
こ
か
で
見

た
な
、
と
思
い
出
す
と
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
で
あ
る
。
す
べ
て
の
自
治
体

病
院
で
分
娩
が
で
き
る
必
要
は
な

い
。
地
域
で
育
児
不
安
を
減
ら
す

た
め
産
前
産
後
か
ら
保
育
ま
で
の

継
続
的
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
で
提
供
で
き
る
組
織
を

作
り
産
科
医
・
小
児
科
医
・
助
産

師
・
保
健
師
・
保
育
士
た
ち
が
協

力
す
る
モ
デ
ル
を
作
れ
ば
真
の

「
子
育
て
支
援
自
治
体
」
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

木
村
　
正
（
昭
60
）

確
保
を
政
治
マ
タ
ー
と
し
て
小
さ

な
自
治
体
病
院
の
分
娩
室
維
持
に

躍
起
と
な
り
、
そ
の
結
果
突
発
的

危
機
的
状
況
に
は
対
応
力
の
な
い

分
娩
施
設
は
存
続
し
、
小
人
数
で

拘
束
時
間
だ
け
長
く
、
や
る
べ
き

事
が
で
き
な
い
産
科
医
療
現
場
を

み
て
若
者
は
産
婦
人
科
を
選
ば
な

い
。
育
児
不
安
の
最
も
強
い
出
産

直
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
数
日
間
分
娩

施
設
が
請
け
負
う
の
み
で
あ
と
は

家
で
自
分
で
何
と
か
す
る
し
か
な

い
。
産
後
ケ
ア
に
関
し
て
自
治
体

が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
所
は

少
数
な
が
ら
出
て
き
て
い
る
が
ま

だ
一
般
的
で
は
な
い
。
日
本
で
は

分
娩
場
所
で
妊
婦
健
診
を
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い

か
る
出
産
・
育
児
不
安
の
両
方
が

あ
る
。
前
者
は
完
全
に
政
治
経
済

の
世
界
で
あ
る
が
、
後
者
に
対
し

て
医
療
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
？

　

全
国
の
自
治
体
は
出
産
場
所
の

少
子
化
対
策

言

提

「
和
顔
愛
語
」

　

一
昨
年
の
４
月
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
、
12
月
東
京
銀
座
で
近
大

マ
グ
ロ
な
ど
養
殖
魚
専
門
料
理
店

の
開
業
で
は
近
畿
大
学
の
「
実
学

教
育
」が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
な
り
、
日
本
経
済
産
業
新

聞
、
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
か

ら
の
受
賞
が
続
き
、
う
れ
し
い
多

忙
を
極
め
た
年
明
け
で
し
た
。
昨

年
度
は
大
学
受
験
志
願
者
数
が
日

本
一
に
な
り
、
責
任
重
大
で
す
。

し
、
プ
ラ
ン
の
詳
細
を
公
表
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

「
和
顔
愛
語
」

　

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
の
年

頭
の
所
信
で
す
。
曹
洞
宗
の
開
祖

で
あ
る
道
元
禅
師
の
言
葉
で
す
。

　

人
に
接
す
る
時
の
心
構
え
を
述

で
相
手
を
緊
張
、
警
戒
さ
せ
る
よ

う
な
顔
を
し
て
は
相
手
に
も
そ
の

気
持
ち
が
伝
わ
り
、
素
直
に
語
り

合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
愛
語
」
も
優
し
い
、

愛
情
の
こ
も
っ
た
言
葉
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。道
元
禅
師
は「
赤
ち
ゃ

医
学
部
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
末

の
救
急
災
害
セ
ン
タ
ー
の
新
築

オ
ー
プ
ン
な
ど
記
念
す
べ
き
こ
と

が
あ
り
、
昨
秋
に
は
医
学
部
、
附

属
病
院
の
移
転
計
画
も
具
体
化

べ
た
教
え
で
、
和
顔
は
理
解
し
や

す
い
。「
和
」
は
穏
や
か
、
和
や

か
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
優

し
い
笑
顔
で
他
人
に
接
し
な
さ
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
初
対
面

ん
に
や
さ
し
く
ほ
ほ
え
ん
で
か
け

る
時
の
言
葉
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
誰
も
あ
か
ち
ゃ
ん
に
向
か
っ

て
怒
鳴
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
な
る
ほ
ど
と
思
う
が
、
理
解

す
る
の
が
難
し
い
。
そ
の
よ
う
な

折
、「
道
元
禅
師
の
愛
語
の
心
に

学
ぶ
」
酒
井
大
岳
氏
（
致
知

２
０
１
３
．10
）
を
読
む
機
会
を

得
た
。
氏
が
18
歳
の
時
、
叔
父
の

家
に
下
宿
し
て
い
た
時
の
事
、
叔

母
か
ら
「
３
時
間
で
い
い
か
ら
３

歳
の
従
兄
弟
の
面
倒
を
み
て
ほ
し

い
」
と
頼
ま
れ
た
。
そ
の
子
と
３

時
間
楽
し
く
遊
ん
だ
帰
り
道
、
三

輪
車
に
乗
っ
た
子
供
の
後
ろ
か
ら

思
わ
ず
力
を
入
れ
て
押
し
て
し

ま
っ
た
。
三
輪
車
は
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
、
子
供
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

転
倒
し
た
。
顔
中
血
だ
ら
け
に
な

り
泣
き
叫
ぶ
子
供
を
抱
え
て
必
死

に
走
っ
て
下
宿
に
連
れ
て
帰
っ

た
。
そ
の
血
だ
ら
け
の
わ
が
子
の

顔
を
見
て
叔
母
さ
ん
は
次
の
よ
う

に
話
し
た
。「
こ
の
子
の
顔
の
傷

は
浅
い
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
治

り
ま
す
よ
。
そ
れ
よ
り
長
時
間
遊

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
氏

は
自
室
に
戻
り
、
号
泣
し
た
。
顔

面
の
傷
は
７
針
縫
う
大
傷
で
あ
っ

た
。
私
た
ち
は
誰
で
も
優
し
い
言

葉
で
救
わ
れ
た
経
験
を
持
っ
て
い

ま
す
し
、
厳
し
い
愛
の
言
葉
で
叱

咤
激
励
さ
れ
て
立
ち
直
る
機
会
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

意
識
し
な
い
何
気
な
い
一
言
で
相

手
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

救
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
自
覚
す

べ
き
で
す
。
愛
情
か
ら
発
せ
ら
れ

た
言
葉
は
ど
ん
な
に
厳
し
く
て
も

相
手
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
言

う
確
信
を
も
っ
て
言
葉
を
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
大
阪
府
立
病
院
機
構　

理
事
長
遠
山
正
彌
先
生
（
昭
47
）

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

近
畿
大
学
学
長　
　

 

塩
﨑
　
均
（
昭
45
）
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療
紹

介

診

科

眼　
　
　

科

　

本
教
室
は
、
明
治
24
年
、
大
阪

医
学
校
時
代
に
開
講
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
26
年
現
在
ま
で
に
、
約

１
２
０
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。
小
職
は
第
九
代
教
授
と
し

て
、
平
成
22
年
に
故
田
野
保
雄
教

授
の
後
を
継
い
で
お
り
ま
す
。
本

教
室
は
、
伝
統
的
に
臨
床
力
に
極

め
て
優
れ
て
い
る
こ
と
が
特
長
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
根
源
は
、
全

国
に
先
駆
け
て
約
50
年
ほ
ど
前
か

ら
は
じ
め
た
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

あ
り
ま
す
。
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

は
、
角
膜
、
サ
ー
ジ
カ
ル
網
膜
、

メ
デ
ィ
カ
ル
網
膜
、
眼
炎
症
、
斜

視
・
神
経
眼
科
、
緑
内
障
が
あ
り

ま
す
。
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
全

国
で
高
名
な
各
専
門
領
域
の
医
師

を
配
置
し
、
ど
ん
な
重
症
眼
疾
患

に
対
し
て
も
、
最
善
で
最
先
端
の

治
療
が
で
き
る
診
療
体
制
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
互
い
に
連
携
し
て
お

り
、
複
数
の
眼
疾
患
に
罹
患
し
て

い
る
患
者
に
も
高
い
レ
ベ
ル
の
医

療
が
提
供
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
症
例
数
も
多
く
、
外
来
に
は

1
日
平
均
２
０
０
〜
３
０
０
人
の

患
者
が
来
院
さ
れ
、年
間
２
０
０
０

件
を
超
え
る
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

角
膜
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
角
膜

移
植
、
角
膜
感
染
症
、
ド
ラ
イ
ア

イ
、
屈
折
矯
正
手
術
な
ど
を
中
心

に
最
高
水
準
の
角
膜
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
角
膜
内
皮
移

植
や
深
層
層
状
角
膜
移
植
、
輪
部

移
植
、
羊
膜
移
植
な
ど
、
最
先
端

の
角
膜
パ
ー
ツ
移
植
（
部
分
的
層

状
角
膜
移
植
）
を
行
っ
て
い
る
の

が
特
長
で
す
。
加
え
て
、
培
養
角

膜
上
皮
細
胞
シ
ー
ト
移
植
や
培
養

口
腔
粘
膜
上
皮
シ
ー
ト
移
植
な

ど
、
世
界
初
の
角
膜
再
生
治
療
法

を
開
発
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海

外
か
ら
の
患
者
の
紹
介
も
受
け
て

い
ま
す
。

　

サ
ー
ジ
カ
ル
網
膜
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
わ
が
国
で
も
有
数
の
手
術

実
績
を
有
し
て
お
り
、網
膜
剥
離
、

糖
尿
病
網
膜
症
、
変
性
近
視
、
網

膜
静
脈
閉
塞
症
や
増
殖
性
硝
子
体

網
膜
症
と
い
っ
た
重
症
の
眼
底
疾

患
に
対
し
、
網
膜
復
位
術
や
硝
子

体
手
術
を
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
黄
斑
円

孔
や
黄
斑
上
膜
、
黄
斑
浮
腫
な
ど

の
黄
斑
疾
患
に
対
し
、
日
帰
り
も

し
く
は
短
期
入
院
の
、
25
〜
27
Ｇ

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
無
縫
合
小
切
開

硝
子
体
手
術
を
数
多
く
施
行
し
て

お
り
、
自
ら
も
術
式
の
改
良
や
開

発
を
行
い
な
が
ら
、
低
侵
襲
手
術

に
よ
る
視
機
能
の
早
期
回
復
を
得

て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
網
膜
・
眼
炎
症
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
加
齢
黄
斑
変
性

な
ど
の
各
種
黄
斑
疾
患
に
対
す
る

薬
物
治
療
や
光
線
力
学
療
法
な
ど

内
科
的
治
療
、
ぶ
ど
う
膜
炎
に
対

す
る
抗
体
療
法
や
局
所
薬
物
投
与

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
眼
原

発
悪
性
リ
ン
パ
腫
に
対
す
る
診
断

と
治
療
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

斜
視
・
神
経
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
小
児･

成
人
の
斜
視
、
球

後
視
神
経
炎
、虚
血
性
視
神
経
症
、

甲
状
腺
眼
症
な
ど
の
治
療
を
行
い

な
が
ら
、
経
角
膜
電
気
刺
激
に
よ

る
独
自
の
治
療
や
周
辺
視
野
で
の

立
体
視
機
能
検
索
な
ど
新
規
の
視

機
能
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

独
自
の
人
工
網
膜
の
開
発
を
産
学

協
同
で
行
っ
て
お
り
、
現
在
す
で

に
臨
床
試
験
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

緑
内
障
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
難

治
性
緑
内
障
全
般
の
手
術
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
画
像
診
断
を
用
い
た
緑

内
障
治
療
へ
の
取
り
組
み
に
加

え
、
サ
ー
ジ
カ
ル
網
膜
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
協
力
し
、
抗VEGF

抗
体

併
用
血
管
新
生
緑
内
障
手
術
を
積

極
的
に
導
入
し
、
手
術
の
安
全
性

お
よ
び
視
機
能
予
後
の
向
上
に
効

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

阪
大
眼
科
は
、
再
生
医
療
の
開

発
で
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
一
つ
で
あ
り
、
世
界
的
な
業
績

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
てiPS

細
胞
の
角
膜
疾
患
へ
の
応
用
を
推

進
し
て
お
り
、
２
年
以
内
に
臨
床

応
用
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

人
工
視
覚
の
研
究
、
加
齢
黄
斑
変

性
の
治
療
薬
開
発
、
新
し
い
手
術

法
の
開
発
な
ど
、
常
に
新
し
い
ア

イ
デ
ア
で
、
先
端
医
療
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
教
室
は
、

眼
科
疾
患
全
般
に
対
し
て
、
高
い

診
療
レ
ベ
ル
の
保
持
と
先
進
的
治

療
方
法
の
開
発
を
行
う
と
と
も

に
、
眼
と
視
覚
に
関
す
る
基
礎
研

究
で
も
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
、
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
次
世
代
を
担
う
眼
科
医
師
と

眼
科
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
で

あ
る
と
認
識
し
、
教
室
員
全
員
で

教
育
に
最
大
の
エ
フ
ォ
ー
ト
を
か

け
て
い
ま
す
。

　

小
職
の
好
き
な
言
葉
に
「
天
時

不
如
地
利
、地
利
不
如
人
和
」（
孟

子
）
が
あ
り
ま
す
。「
何
事
か
を

達
成
し
よ
う
と
す
る
時
、
最
も
大

切
な
の
は
、
人
間
そ
の
も
の
の
努

力
で
、人
の
和
（
団
結
）
で
あ
る
」

と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
教
室
員
が
一
致
団
結

し
、
学
内
外
の
多
く
の
方
が
た
の

ご
指
導
ご
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

若
い
優
秀
な
医
師
、
医
学
人
が

次
々
と
育
つ
新
し
い
教
室
づ
く
り

に
一
層
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

次
は
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外

科
学
の
猪
原
秀
典
先
生
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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